
 

 

                                              2019年 4月 12日 

 

「持続可能なパーム油ネットワーク（JaSPON）」に参加いたします 

 

2019 年 4月、森永乳業は、パーム油生産における環境面・開発面のさまざまな問題を解決することを目指し、日本

市場における持続可能なパーム油の調達と消費を加速させるため、「持続可能なパーム油ネットワーク（JaSPON）」

の発足メンバーとして本ネットワークに参加するとともに、理事に就任いたしました。 

 

「パーム油の主要生産国であるインドネシア・マレーシアにおいて、依然として指摘される環境面、社会面の問題解決の一

助となるべく、パーム油の消費国として、日本でも持続可能なパーム油の利用をさらに加速していく必要がある」という

JaSPONの考えに賛同し、森永乳業では、調達方針（※）で示している考えのもと、2020年までにRSPO認証パーム油（ブッ

ク＆クレーム）の 100％購入を推進しております。 

森永乳業は、小売、消費財メーカーなど 18 社／団体が参加する本ネットワークにおいて、持続可能なパーム油の調達と消

費の実現にむけ、メンバー間で協働してまいります。 

 

今後も持続可能で責任のあるパーム油の調達を行い、持続可能な社会の実現を目指してまいります。 

 

             

                                              JaSPONの理事に就任いたしました 

 

（※）森永乳業の調達方針 

1． 法令、社会規範を遵守し、人権、環境、生物多様性、労働安全衛生などに配慮することを重視した公正な取引に 

努めます。 

2． 森永乳業グループがお客さまに提供する商品の質や価値の向上につなげるため、原材料の品質、安全、技術力、 

価格、納期などの領域において、お取引先さまとの協働関係を重視します。  

3． 調達活動を行うにあたり、すべてのお取引先さまに公平、公正、透明な取引の機会を提供し、その取引を実践します。 

なお、本方針における「調達」は、商品に使用する原料、包装材料の調達のみならず、設備、機器をはじめ全ての経営

資源の調達やそれらの保守・管理サービスなども含めた各種取引についても対象とします。 

 


